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一
〇

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
九
号

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
に
基
づ
き
、
次
の
山
梨
県
知
事
印
を

作
成
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
使
用
を
開
始
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
知
事
印
（
十
二
）（
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
用
）

印
影

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
号

山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
（
昭
和
六
十
一
年

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

「

●
●

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
五
年

三
月
二
十
九
日

号
外
第
二
十
二
号

金　曜　日

イ
ン
ク
１
枚

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ン
専
用
紙
Ａ
４
判
　

３
０
円

ジ
ェ
ッ

同
Ｂ
４
判
　

５
０
円

ト
プ
リ

同
Ａ
３
判
　

６
０
円

ン
タ
ー

同
Ａ
３
ノ
ビ
判
　

６
０
円

専
用
光
沢
紙
Ａ
４
判
　

８
０
円

同
Ａ
３
判
　

１
３
０
円

同
Ａ
３
ノ
ビ
判

１
４
０
円

マ
ッ
ト
ロ
ー
ル
紙
Ｂ
３
判

５
８
０
円

同
Ａ
２
判

６
６
０
円

同
Ｂ
２
判

７
９
０
円

同
Ａ
１
判

９
１
０
円

同
Ｂ
１
判

１
,１
１
０
円



１
の
表
中

を
」
●

「
●
●

●
●

に
改
め
る
。
●

」

「

２
の
表
中

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

二

同
Ａ
０
判

１
,２
７
０
円

同
Ｂ
０
判

１
,５
４
０
円

フ
ォ
ト
プ
リ
ン
ト
ロ
ー
ル
紙
Ｂ
３
判
１
,２
８
０
円

同
Ａ
２
判

１
,４
４
０
円

同
Ｂ
２
判

１
,７
７
０
円

同
Ａ
１
判

２
,０
３
０
円

同
Ｂ
１
判

２
,４
８
０
円

同
Ａ
０
判

２
,８
６
０
円

同
Ｂ
０
判

３
,４
９
０
円

そ
の
他
１
時
間
分
光
光
度
計

２
１
０
円

の
機
械

微
量
高
速
遠
心
機

１
２
０
円

器
具
又

多
室
式
温
度
勾
配
恒
温
器

２
２
０
円

は
設
備

真
空
包
装
機

４
８
０
円

ソ
ー
セ
ー
ジ
フ
ィ
ラ
ー

１
４
０
円

ミ
ー
ト
チ
ョ
ッ
パ
ー

７
４
０
円

ミ
ー
ト
ス
ラ
イ
サ
ー

３
７
０
円

小
型
振
動
式
バ
レ
ル
研
摩
装
置

１
０
円

電
気
化
学
測
定
シ
ス
テ
ム

１
８
０
円

卓
上
冷
熱
衝
撃
試
験
機

８
５
０
円

Ｃ
Ｇ
／
Ｃ
Ａ
Ｄ
装
置
（
ペ
ン
型
入
力

８
７
０
円

装
置
）

Ｃ
Ｇ
／
Ｃ
Ａ
Ｄ
装
置
（
バ
イ
オ
メ
デ
１
,１
２
０
円

ィ
カ
ル
研
究
・
開
発
）

構
造
解
析
装
置
（
形
状
最
適
化
）

１
,１
７
０
円

小
型
放
射
温
度
計

４
２
０
円

レ
ー
ザ
ー
マ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｗ
フ
ァ
イ

５
７
０
円

バ
ー
レ
ー
ザ
ー
）

波
長
分
散
型
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
３
,３
９
０
円

装
置

イ
ン
ク
１
枚

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ン
専
用
紙
Ａ
４
判
　

３
０
円

ジ
ェ
ッ

同
Ｂ
４
判
　

５
０
円

ト
プ
リ

同
Ａ
３
判
　

６
０
円

ン
タ
ー

同
Ａ
３
ノ
ビ
判
　

６
０
円

専
用
光
沢
紙
Ａ
４
判
　

８
０
円

同
Ａ
３
判
　

１
３
０
円

同
Ａ
３
ノ
ビ
判

１
４
０
円

マ
ッ
ト
ロ
ー
ル
紙
Ｂ
３
判

５
８
０
円

同
Ａ
２
判

６
６
０
円

同
Ｂ
２
判

７
９
０
円

同
Ａ
１
判

９
１
０
円

同
Ｂ
１
判

１
,１
１
０
円

同
Ａ
０
判

１
,２
７
０
円

同
Ｂ
０
判

１
,５
４
０
円

フ
ォ
ト
プ
リ
ン
ト
ロ
ー
ル
紙
Ｂ
３
判

１
,２
８
０
円

同
Ａ
２
判

１
,４
４
０
円

同
Ｂ
２
判

１
,７
７
０
円

同
Ａ
１
判

２
,０
３
０
円

同
Ｂ
１
判

２
,４
８
０
円

同
Ａ
０
判

２
,８
６
０
円

同
Ｂ
０
判

３
,４
９
０
円

化
学
試
１
件

エ
ッ
チ
ン
グ
時
間

験
（
発

３
０
分
以
内

４
,３
５
０
円

光
分
光

３
０
分
を
超
え
た
後
３
０
分
毎

４
,３
５
０
円

分
析
装

置
に
よ

る
分
析

）そ
の
他
１
試
料
化
学
試
験
（
波
長
分
散
型
蛍
光
エ
ッ
ク

４
,８
４
０
円

の
試
験
　

ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
定
性
分
析
）

１
元
素
化
学
試
験
（
波
長
分
散
型
蛍
光
エ
ッ
ク

４
,８
１
０
円



「
を

に
、

」
●
●

」「

を

」
●

「

に
」
●

改
め
る
。

「

３
の
表
中

を

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

三

化
学
試
１
件

エ
ッ
チ
ン
グ
時
間

験
（
発

３
０
分
以
内

４
,３
５
０
円

光
分
光

３
０
分
を
超
え
た
後
３
０
分
毎

４
,３
５
０
円

分
析
装

置
に
よ

る
分
析

）

そ
の
他
１
件

試
験
に
要
す
る
時
間

の
試
験

１
時
間
未
満

６
３
０
円

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満

１
,６
６
０
円

２
時
間
以
上
３
時
間
未
満

２
,６
９
０
円

３
時
間
以
上
４
時
間
未
満

３
,７
２
０
円

４
時
間
以
上
５
時
間
未
満

４
,７
５
０
円

５
時
間
以
上
６
時
間
未
満

５
,７
８
０
円

６
時
間
以
上
７
時
間
未
満

６
,８
１
０
円

７
時
間
以
上
８
時
間
未
満

７
,８
４
０
円

８
時
間
以
上

８
,８
６
０
円

機
器
分
析
（
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析

３
０
,９
６
０
円

計
（
Ｕ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
／
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
る
測
定

）

そ
の
他
１
件

試
験
に
要
す
る
時
間

の
試
験

１
時
間
未
満

６
３
０
円

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満

１
,６
６
０
円

２
時
間
以
上
３
時
間
未
満

２
,６
９
０
円

３
時
間
以
上
４
時
間
未
満

３
,７
２
０
円

４
時
間
以
上
５
時
間
未
満

４
,７
５
０
円

５
時
間
以
上
６
時
間
未
満

５
,７
８
０
円

６
時
間
以
上
７
時
間
未
満

６
,８
１
０
円

７
時
間
以
上
８
時
間
未
満

７
,８
４
０
円

８
時
間
以
上

８
,８
６
０
円

研
磨
宝
１
件

加
工
に
要
す
る
時
間

飾
製
品

１
０
分
未
満

１
１
０
円

及
び
そ

１
０
分
以
上
２
０
分
未
満

３
９
０
円

の
材
料

２
０
分
以
上
３
０
分
未
満

６
３
０
円

の
そ
の

３
０
分
以
上
４
０
分
未
満

１
,２
４
０
円

他
の
加

４
０
分
以
上
５
０
分
未
満

１
,９
３
０
円

工
　

５
０
分
以
上
１
時
間
未
満

２
,４
９
０
円

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満

４
,９
９
０
円

２
時
間
以
上
３
時
間
未
満

６
,３
６
０
円

３
時
間
以
上
４
時
間
未
満

７
,６
１
０
円

４
時
間
以
上

８
,８
６
０
円

ス
線
分
析
装
置
に
よ
る
半
定
量
分
析
）
（
１
元
素
を
超
え

る
場
合
は
、
１
元

素
増
す
ご
と
に
１

,３
１
０
円
を
加

算
す
る
。）
●
●



」
●

「

に
改
め
る
。
●

」

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
一
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
動
計
画
推
進
本
部
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
森
林
環
境
部
長
」
を
「
森
林
環
境
部
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
森
林
環
境
部
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
局
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
長
　
主
幹

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
中
二
の
項
を
削
り
、
三
の
項
を
二
の
項
と
し
、
四
の
項
か
ら
十
八
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

上
げ
、
十
七
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

十
八
　
産
業
技
術
短
期
　
短
期
大
学
校
の
運
営
　
都
留
市
上
谷
五
丁
目

大
学
校
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
業
務

別
表
中
十
九
の
項
を
削
り
、
二
十
の
項
を
十
九
の
項
と
し
、
二
十
一
の
項
か
ら
二
十
三
の
項
ま
で
を

一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
改
革
推
進
本
部
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
森
林
環
境
部
長
」
を
「
森
林
環
境
部
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
森
林
環
境
部
次
長
」
を
「
森
林
環
境
部
次
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
長
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

四

１
試
料
顕
微
鏡
試
料
作
成
（
手
仕
上
げ
に
よ

１
,８
４
０
円

る
も
の
）

研
磨
宝
１
件

加
工
に
要
す
る
時
間

飾
製
品

１
０
分
未
満

１
１
０
円

及
び
そ

１
０
分
以
上
２
０
分
未
満

３
９
０
円

の
材
料

２
０
分
以
上
３
０
分
未
満

６
３
０
円

の
そ
の

３
０
分
以
上
４
０
分
未
満

１
,２
４
０
円

他
の
加

４
０
分
以
上
５
０
分
未
満

１
,９
３
０
円

工
　

５
０
分
以
上
１
時
間
未
満

２
,４
９
０
円

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満

４
,９
９
０
円

２
時
間
以
上
３
時
間
未
満

６
,３
６
０
円

３
時
間
以
上
４
時
間
未
満

７
,６
１
０
円

４
時
間
以
上

８
,８
６
０
円



附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
四
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
の
項
中
「
、
都
留
高
等
技
術
専
門
校
」
を
削
り
、
同
表
三
の
項
中
「
、
児
童
二
寮
支
援
課
、

成
人
一
寮
支
援
課
、
成
人
二
寮
支
援
課
及
び
自
立
支
援
課
」
を
「
及
び
児
童
二
寮
支
援
課
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

労
働
委
員
会
事
務
局

山
梨
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
、
第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
七
条
の
三
第
一
項
」
を
削
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
中
「
知
事
政
策
局
」
の
下
に
「
、
リ
ニ
ア
交
通
局
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
」
を
、

「
十
一
人
」
の
下
に
「（
リ
ニ
ア
交
通
局
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
に
あ
つ
て
は
、
五
人
）」
を
加
え
る
。

「

「

「

「

別
記
様
式
中
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

」

」

」

に
改
め
る
。

」
附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

五

Ｂ
Ｍ
Ｉ

Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
腹
囲

大
腸
　
骨
粗

大

腸



七
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
専
用
の
知
事
印
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
印
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
長

「
十
一
　
リ
ニ
ア
交
通
局
用

別
表
知
事
印
の
項
中
「
十
一
　
リ
ニ
ア
交
通
局
用
」
を

に
改
め
、
同

十
二
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
用
」

表
部
長
印
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

部
長
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
　
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方
　
一
般
文
書
用

第
二
　
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方
　
一
般
文
書
用

別
表
本
庁
の
課
長
印
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

本
庁
の
課
長
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
　
二
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方
　
一
般
文
書
用

第
二
　
二
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方
　
一
般
文
書
用

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
環
境
創
造
課
　
　
　
環
創

別
表
第
一
の
１
の
表
中

を
「
大
気
水
質
保
全
課
　
大
水
保
」
に
、

大
気
水
質
保
全
課
　
大
水
保
」

「
治
山
林
道
課
　
　
　
　
治
山

「
治
山
林
道
課
　
　
　

治
山
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
　
エ
政
」

別
表
第
一
の
２
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
八
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
森
林
環
境
部
長
」
を
「
森
林
環
境
部
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
森
林
環
境
部
次
長
」
を
「
森
林
環
境
部
次
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

六

山　梨　県
○　○　部
（局）長印

山　梨　県
出　納　局
長　　　印

山梨県○○○
部（局）○○
課（室）長印

山　梨　県
出　納　局
○○課長印

環
境
創
造
課
　
　
　
環
創

大
気
水
質
保
全
課
　
大
水
保

大
気
水
質
保
全
課
　
大
水
保

「
治
山
林
道
課
　
　
　
　
治
山

「
治
山
林
道
課
　
　
　
　
治
山
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
　
エ
政
」

「
都
留
高
等
技
術
専
門
校
　
都
技

「
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
　
峡
技
」

峡
南
高
等
技
術
専
門
校
　
峡
技
」



森
　
林
　
環
　
境
　
部

林
務
環
境
事
務
所

森
林
総
合
研
究
所

山
梨
県
県
有
林
野
調
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
県
有
林
野
調
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
県
有
林
野
調
査
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
中
第
四
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条

第
二
号
中
「
メ
ー
ト
ル
縄な
わ

」
を
「
メ
ー
ト
ル
縄
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
一
号

の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二
　
デ
ジ
タ
ル
方
位
距
離
計

三
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
機

四
　
光
波
測
距
儀

第
四
条
中
「
掲
げ
る
」
の
下
に
「
数
量
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
中

第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
座
標
　
度
又
は
メ
ー
ト
ル

第
七
条
第
一
項
中
「
明
り
よ
う
な
測
杭
を
立
て
」
を
「
測
量
杭
を
設
置
し
、」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
測
点
を
」
の
下
に
「
、
既
存
の
測
量
杭
」
を
加
え
、「
明
り
よ
う
な
」
を
「
明
瞭
な
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
困
難
の
」
を
「
困
難
な
」
に
、「
う
え
で
」
を
「
上
で
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
ポ
ケ
ツ
ト
コ
ン
パ
ス
」
の
下
に
「
又
は
デ
ジ
タ
ル
方
位
距
離
計
」
を
加
え
、

「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
、「
閉
そ
く
公
差
」
を
「
閉
合
公
差
」
に
、「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
メ
ー
ト
ル
縄な
わ

」
を
「
メ
ー
ト
ル
縄
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
測
桿か
ん

第
十
八
条
第
四
項
中
「
未
木
」
を
「
末
木
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
、
利
用
の
途
が
少
く
、
か
つ
」
を
削
り
、「
薪
炭
林
を
皆
伐
」
を
「
人
工
林
若
し

く
は
天
然
林
（
針
葉
樹
林
に
限
る
。）
を
調
査
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
又
は
立
木
」
を
「
並
び
に
立
木
」
に
、「
、
若
し
く
は
材
積
等
」
及
び
「
又
は
材

積
等
」
を
「
及
び
材
積
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
未
木
」
を
「
末
木
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
中
「
極ご
く

印
」
を
「
極
印
」
に
改
め
、
同
条
中
「
極ご
く

印
」
を
「
極
印
」
に
、

「
に
は
一
調
査
区
域
内
に
お
け
る
調
査
の
一
連
番
号
を
」
を
「
の
番
号
は
、
一
調
査
区
域
内
に
お
い
て

一
本
の
調
査
木
ご
と
に
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
中
「
産
業
労
働
部
長
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
　
産
業
労
働
部
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

企
　
業
　
局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

山
梨
県
企
業
局
局
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

後
　
　
藤
　
　
雅
　
　
夫

山
梨
県
企
業
局
局
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
局
議
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
毎
週
水
曜
日
」
を
「
毎
月
第
一
火
曜
日
及
び
第
三
火
曜
日
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書

中
「
随
時
開
催
す
る
」
を
「
会
議
の
期
日
を
変
更
し
、
又
は
会
議
を
開
催
し
な
い
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

山
梨
県
企
業
局
職
員
保
養
所
山
中
湖
荘
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
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に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

後
　
　
藤
　
　
雅
　
　
夫

山
梨
県
企
業
局
職
員
保
養
所
山
中
湖
荘
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
職
員
保
養
所
山
中
湖
荘
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
企
業

局
管
理
規
程
第
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

後
　
　
藤
　
　
雅
　
　
夫

山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
局
長
の
併
任
）

第
五
条
の
二
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
局
長
は
、
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県

規
則
第
十
二
号
）
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
局
長
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
を
、
併
せ
て
任

用
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

後
　
　
藤
　
　
雅
　
　
夫

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
及
び
現
金
取
扱
員
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同

条
第
六
項
中
「
、
第
五
項
に
定
め
る
現
金
取
扱
員
は
職
員
の
う
ち
か
ら
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
す
る
。

第
四
条
の
表
現
金
取
扱
員
の
項
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
等
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
現
金
取
扱
員
」
を
削
り
、
同
条
第
三

項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
五
条
中
「
及
び
現
金
取
扱
員
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
の
う
ち
、
第
三
号
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
企
業
出
納
員
又
は
現
金
取
扱
員

に
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
」
を
削
り
、「
た
だ
ち
に
」
を
「
直
ち
に
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
号

を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第

二
号
を
除
く
各
号
に
か
か
る
」
を
「
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
」
に
改
め
、「
又
は
第
三
十
一

号
様
式
の
三
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
現
金
取
扱
員
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
中
「
又
は
現
金
取
扱
員
」
及
び
「
又
は
第
三
十
二
号
様
式
の
二
」
を
削
り
、
同
条
た
だ

し
書
を
削
る
。

第
三
十
条
中
「
又
は
現
金
取
扱
員
」
を
削
る
。

第
四
十
五
条
の
二
を
削
る
。

第
四
十
六
条
第
五
項
中
「
か
か
わ
ら
ず
」
の
下
に
「
、
資
金
前
渡
を
受
け
た
職
員
は
」
を
加
え
、

「
第
四
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
第
十
号
」
に
、「
資
金
前
渡
に
つ
い
て
過

不
足
金
額
の
生
じ
な
い
」
を
「
支
払
に
充
て
る
た
め
に
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
資
金
を
前
渡
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
当
該
資
金
を
も
つ
て
過
不
足
金
額
を
生
ず
る
こ
と
な
く
こ

れ
ら
の
経
費
の
支
払
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
た
」
に
、「
提
出
」
を
「
作
成
及
び
提
出
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
に
基
づ
き
支
払
を
す
る
経
費

第
百
条
中
「
土
地
、
建
設
仮
勘
定
、
電
話
加
入
権
及
び
投
資
を
除
く
」
を
「
法
令
の
規
定
に
よ
り
減

価
償
却
を
行
う
べ
き
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
実
地
照
合
）

第
百
四
条
　
企
業
出
納
員
は
、
毎
事
業
年
度
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
回
以
上
固
定
資
産
と
固
定
資
産
台

帳
と
を
照
合
し
、
そ
の
一
致
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
号
様
式
の
三
及
び
第
三
十
二
号
様
式
の
二
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
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委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中
「
高
等
技
術
専
門
校
」
を
「
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
」
に
改
め

る
。

「
総
括
工
事
検
査
監

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
本
庁
の
項
中

を
「
総
括
工
事
検
査
監
」
に

総
括
財
務
審
査
監
」

「
廃
棄
物
対
策
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
気
水
質
指
導
監

、

を
「
廃
棄
物
対
策
指
導
監
」
に
、

を

廃
棄
物
対
策
企
画
監
」

地
域
医
療
監
」

企
画
監

「
観
光
企
画
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
、
「
観
光
企
画
監
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
部
東
京
事
務
所
の
項
中

療
　
監
」

国
際
観
光
振
興
監
」

「

所
長
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
）

を

所
長
　
三
種
（
人
事
委
員

」

「

会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
又
は
二
種
）

に
改
め
、
同
部
環
境
科
学
研
究
所
の
項
中

副

」

所
長
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
、
研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
者

「

に
あ
つ
て
は
五
種
）
●●
を
●
●
副
所
長
●
三
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、一
種
又
は

」

二
種
、
研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

に
改
め
、
同
部
産
業
技
術
短
期

」

「

「

事
　
　
務
　
　
局
　
　
次
　
　
長

五

事
務
局
次
長
　
五
種

大
学
校
の
項
中

を
●
●
事
務
局
次
長
（
都
留
に
駐
在
す
る
者
）
●
六

教
務
指
導
部
長
　
七
種

」

教
　
務
　
指
　
導
　
部
　
長

七

種種

に
改
め
、
同
部
都
留
高
等
技
術
専
門
校
の
項
を
削
り
、
同
部
畜
産
試
験
場
の
項
及
び
酪
農
試
験

種

」

「
次
　
長

場
の
項
中
　
　
　
　
　
を
「
次
　
長
」
に
改
め
る
。

副
場
長
」

「
企
画
推
進
監

別
表
第
十
二
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
本
庁
の
項
中

を
「
技
術
指
導
監
」
に
改
め

技
術
指
導
監
」

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
機
動
捜
査
隊
長

県
民

別
表
第
七
本
部
の
項
中
「
交
通
機
動
隊
長
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
企
画
室
長
」
を

交
通
機
動
隊
長
」

企
●

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
　
　
　
「
機
動
捜
査
隊
長

に
、

を
「
組
織
犯
罪
捜
査
室
長
」
に
改
め
る
。

画
　
　
室
　
　
長
」

組
織
犯
罪
捜
査
室
長
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「
諏
訪
市
　
　
「
松
本
市

別
表
第
一
中
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

佐
久
市
」

諏
訪
市
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

九

「
児
童
対
策

地
域
医

「

を

を

五



平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

暴
力
団
等
か
ら
の
保
護
対
象
者
に
対
す
る
銃
器
に
よ
る
危
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
行
う

保
護
対
策
の
業
務

第
三
十
二
条
の
十
三
第
二
項
の
表
第
一
号
中
「
千
二
百
円
」
を
「
千
六
百
四
十
円
」
に
、
同
表
第
二

号
中
「
八
百
円
」
を
「
千
百
円
」
に
、
同
表
第
三
号
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」

に
、「
六
百
円
」
を
「
八
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
茨
城
県
の
項
を
削
り
、
同
表
長
野
県
の
項
中
「
諏
訪
市
」
を
「
松
本
市
　
諏
訪
市
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

一
〇

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


